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感染者と他の同居者の部屋を可能な限り分ける

・感染者が療養する部屋と他の家族がいる部屋をできるだけ分ける

・窓があるなど、換気の良い個室とする

・感染者は極力部屋から出ないようする

・感染者の行動を制限し、共有場所（トイレ、風呂場など）の利用を最小限にする

・感染者が最後に入浴する

・換気を十分に行う



・感染者から可能な限り２ｍ以上の距離を保つことや、仕切りやカーテンなどを設置

・可能な限り食事、眠るときも別室にする

・同じ部屋で寝るときは、頭が向き合うように枕の位置をそろえて並んで寝るのでは
なく、互い違いにする

・窓を開るなど、可能な限り密室にしない

・マスクの着用

小さなお子さんがいる、部屋数が少ないため、部屋を分けることができない場合



・感染者の身の回りの世話が必要な場合、世話する家族に、感染する可能性がある
ため、可能な限り一人に決めておいた方がよい

・心臓、肺、腎臓に持病のある人、糖尿病の人、免疫の低下した人、乳幼児、妊婦
等の方はなるべく避ける

感染者の世話をする人は、できるだけ限られた方にする



・家庭内でも感染者、家族の両方がマスクを着用する

・マスクを外す際には、ゴムやひもをつまんで外し、マスクの表面には触れずに廃棄

・マスクを外した後は必ず石鹸で手を洗う（アルコール手指消毒剤も有効）

・マスクが分泌物で濡れたり汚れたりした場合は、新しい清潔なマスクと交換する

できるだけ全員がマスクを使用する

・ウイルスのついた手で目や鼻、口などを触ると粘膜・結膜を通して感染する事がある

・家族はこまめに石鹸を用いた手洗いもしくはアルコール消毒をする

小まめに手洗いをする



・タオルや食器、箸、スプーン等などを共用しない

・トイレや風呂場は、家庭用の掃除用洗剤で清掃後は換気する

・タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通常の洗濯や洗浄を行う
または使い捨ての紙皿を使用する

・洗浄後は天日干しをするなど、しっかり乾燥させる

・食器は食洗機、衣類は乾燥器の使用も有効である

・ドアの取っ手やノブ、ベッド柵など感染者が接触した場所は、0.05％の次亜塩素酸
ナトリウム（薄めた漂白剤）またはアルコールで拭く

・トイレや洗面所の清掃をこまめに行う

タオル、衣類、食器、トイレ、お風呂、取っ手、ドアノブなどの共用する部分を
洗浄、消毒する



・感染者のいる部屋は定期的に換気する

・他の家族がいる部屋も換気する

・エアコンなどの空調や換気扇をまわしたり、日中に窓を開ける

日中はできるだけ換気をする

・鼻をかんだティッシュなどはビニール袋に入れ、室外に出すときは密閉して捨てる

・その後は直ちに手洗いを行う

ゴミは密閉して捨てる



車の乗車

・感染者や感染の疑いのある人は後部座席に座り、距離を置く

・乗車中は窓を2か所以上、開けて換気する

・同乗者は全員マスクを着用する



厚生労働省：資料






